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平成3年10月広報Tこまかわ

9
月
四
日
の
台
風
日
号
と
秋
雨
前

線
が
も
た
ら
し
た
集
中
豪
雨
、
翌
週

9
月
幻
日
夜
間
の
強
風
を
伴
っ
た
台

風
間
以
号
は
本
村
に
も
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
道
路
や
河
川
な
ど

へ
の
復
旧
を
要
す
る
被
害
箇
所
は
臼

箇
所
で
被
害
額
は
約

1
億

5
千
万

円
。
ま
た
、
水
稲
や
き
ゅ
う
り
、
り
ん

ご
な
ど
の
農
作
物
へ
の
被
害
は
約
3

干
2
百
万
円
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

台
風
見
号
が
も
た
ら
し
た
集
中
豪

雨
は
降
り
始
め
て
か
ら
の
雨
量
が
1

2
8
ミ
リ
を
記
録
し
、
阿
武
隈
川
沿
の

小
高
・
中
・
竜
崎
地
区
で
は
田
畑
が

冠
水
、

4
棟
の
住
宅
が
床
下
浸
水
し

ま
し
た
。
乙
字
ケ
滝
で
は
川
の
水
が

滝
見
不
動
の
土
台
ま
で
増
水
。
ま
た
、

蒜
生
地
区
の
金
波
川
阿
弥
陀
橋
付
近

で
も
村
道
が
崩
れ
て
通
行
不
能
に
な

る
な
ど
村
内
各
地
に
大
き
な
ツ
メ
跡

を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
被
害
の
キ
ズ
跡
を
い
や
し
始 ---

2 

上
下
の
写
真
を
見
て
何
か
お
気

付
き
に
な
り
ま
し
た
か
っ
・
上
の
写

真
は
9
用
情
日
蒜
生
地
区
の
金
波

川
、
同
じ
く
下
の
写
真
は
そ
の
翌

日
の
も
の
で
す
。
上
の
写
真
の
右

下
に
は
大
き
な
木
と
小
屋
が
あ
り

ま
す
が
、
下
の
写
真
に
は
あ
り
ま

ぜ
ん
。
台
風
叩
号
に
よ
否
大
雨
で

増
水
し
た
水
の
力
に
よ
っ
て
流
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

壊
さ
れ
た
小
屋
と
倒
れ
た
杉
の
木

め
て
い
た
9
月
幻
日
に
は
強
風
を

伴
っ
た
台
風
刊
号
が
襲
い
、
収
穫
期

を
む
か
え
た
リ
ン
ゴ
や
き
ゅ
う
り
な

ど
の
農
作
物
へ
大
き
な
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
ま
た
、
松
の
木
が
倒
れ
通
行

不
能
に
な
っ
た
村
道
も
あ
り
、
自
然
の

力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

台
風
間
・
日
号
に
よ
る
被
害
総
額

は
1
億
8
，
2
0
0
万
円
。
村
で
は

補
助
事
業
等
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、

積
極
的
に
復
旧
に
努
め
る
考
え
で
オ
。

大風で落ぢてしまったリンゴ(竜崎地区)

通行できなくなった自転車道(竜崎地区)!武隈川の水は、田や畑まで押し寄せた(小高地区)

水が盛り上がっている所が乙字ケ滝、水は滝見不動まで達した。

水をかぶって全滅のキュウリ(中地区) • 
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本
村
の
友
好
都
市
で
あ
る
中
華
民
国
(
台
湾
)
鹿
谷
郷
か
ら
9

月
白
日
か
ら
9
月
釘
巴
ま
で
の

3
日
間
の
日
程
で
鹿
谷
郷
護
林
協

会
・
婦
人
会
考
察
団
一
行
部
人
が
来
村
し
ま
し
た
。
一
行
は
、
村

内
の
農
業
情
勢
視
察
や
村
民
と
の
受
流
を
深
め
る
た
め
に
訪
れ
、

泉
農
協
や
福
島
空
港
の
建
設
現
場
な
ど
村
内
を
見
学
。
ま
た
、
お

日
夜
に
行
わ
れ
た
歓
迎
会
で
は
、
今
年
の

9
月
に
鹿
〈
合
郷
を
訪
れ

た
会
員
を
含
む
、
玉
川
村
目
撃
親
善
友
好
都
市
提
携
推
進
協
議
会

の
会
員
と
、
今
ま
で
に
鹿
谷
郷
を
訪
れ
た
村
民
ら
別
人
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
鹿
〈
合
郷
か
ら
の
来
村
は
平
成
元
年
9
月
以
来
で
、

今
回
で

3
度
目
の
訪
問
と
な
り
、
相
互
の
支
流
は
益
々
盛
ん
に

『

な
っ
て
い
ま
す
。

が
今
回
の
訪
問
の
目
的
や
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
、
お
互
い
の
交
流
促
進
を

誓
い
合
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
。
村

に
は
林
光
演
理
事
長
直
筆
の
掛
け
軸

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
一
行
は
、
四
辻
分
校
の

一
輪
車
乗
り
を
見
学
す
る
た
め
須
釜

小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た

D

体
育
館

で
行
わ
れ
た
一
輪
車
乗
り
に
は
一
行

か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
、
児

童
も
一
生
懸
命
演
技
を
披
露
。
校
内

の
廊
下
で
は
児
童
ら
が
書
い
た
書
道

や
絵
画
を
熱
心
に
見
て
い
る
姿
も
み

ら
れ
ま
し
た

D

強野

い菜

ど

次
に
訪
れ
た
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
久
保
木
保
健
課
長
か
ら
村
の
保
健

事
業
概
要
の
説
明
の
後
、
セ
ン
タ
ー

内
を
研
修
。
特
に
自
動
血
圧
計
は
人

気
が
あ
り
、
各
々
が
自
分
の
血
圧
を

、
計
っ
て
い
i

ま
し
た
。
次
に
今
回
の
訪

問
目
的
の
農
業
関
係
研
修
で
は
泉
農

協
を
見
学
。
一
行
は
、
事
務
所
や

A

コ
i
プ
、
出
荷
施
設
、
予
冷
産
な
ど

を
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
野
菜
の
種
な
ど
を
買

う
人
も
い
て
農
業
に
関
す
る
関
心
の

高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

一
行
は
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
乙

字
ケ
滝
、
福
島
空
港
、
新
築
さ
れ
た

泉
中
学
校
を
見
学
し
た
あ
と
、
ト
ー

ヨ
l
サ
ッ
シ
玉
川
工
場
を
研
修
し
ま

今
回
来
村
し
た
お
人
は
、
林
光
演

理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
鹿
谷
郷
護

林
協
会
の
方
々
回
人
と
、
林
光
演
理

事
長
夫
人
の
陳
採
鳳
さ
ん
が
理
事
長

を
務
め
る
鹿
谷
郷
婦
人
会
の
方
々

7

人
で
す
。

一
行
は
9
月
お
日
の
夜
に
宿
泊
先

の
母
畑
温
泉
八
幡
屋
に
到
着
。
待
ち

受
け
た
玉
川
村
日
華
親
善
友
好
都
市

提
携
推
進
協
議
会
(
会
長
車
田
次
夫

村
長
)
ら
村
関
係
者
と
の
歓
迎
夕
食

会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

四

泣
誌
が
校
治
機
童

の

一
輪
乗
り
な
、
ど
を
見
学

翌
、
お
日
の
村
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
の
歓
迎
会
で
は
、
お
互
い
に

出
席
者
を
紹
介
し
た
あ
と
、
車
田
村

長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
村
光
演
理
事
長

し
た

D

ト
l
ヨ
1
サ
ッ
シ
で
は
中
三

川
工
場
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
の
後

に
、
葛
西
課
長
の
案
内
で
工
場
内
を

見
学
。
護
林
協
会
の
方
々
は
材
料
等

に
、
婦
人
会
の
方
々
は
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

た
雰
囲
気
で

流

議
ぃ務

再
会
を
喜
び
会
う
姿
が
会
場
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
打
ち
解
け
た

雰
囲
気
の
中
で
お
互
い
に
交
流
を
深

め
ま
し
た

D

幻
日
の
午
前
中
に
は
村
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
の
経
済
交
流
と
保
健
セ

ン
タ
ー
で
の
婦
人
交
流
に
分
か
れ
て

打
合
せ
会
を
開
催
。
凍
頂
ウ
ー
ロ
ン

茶
の
販
売
に
つ
い
て
や
、
婦
人
会
同

士
の
交
流
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

約
1
持
程
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
前
向

き
な
方
向
で
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
来
年
一
月
に
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
に
よ
る
鹿
谷
郷
訪
問
を
計

画
し
て
お
り
、
更
な
る
交
流
を
図
る

考
え
で
す
。

お
日
夜
に
八
幡
屋
で
開
か
れ
た
歓

迎
会
に
は
、
玉
川
村
日
華
親
善
友
好

都
市
提
携
推
進
協
議
会
の
会
員
や
役

職
員
と
、
今
ま
で
に
鹿
谷
郷
を
訪
れ

た
村
民
ら

m人
が
出
席
し
、
一
行
と

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
7
月
に
鹿
谷
郷
を
訪

ゐれ
た
石
川
地
方
町
村
会
の
方
々
も
出

席
さ
れ
、
会
長
の
富
永
浅
川
町
長
か

ら
「
今
後
益
々
交
流
が
深
ま
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

以
前
に
鹿
谷
郷
を
訪
れ
た
方
た
ち

と
あ
っ
て
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
る

人
、
台
湾
式
の
乾
杯
を
す
る
人
な
ど

5 



平
成

2
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
が
、

9
月
定

例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

v

で
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

苧長3
aa圃 圃 .

37億4.069万円

60 

61 

62 

63 

一苅

2 

繰

入

金
一
一
億
六
、
八
百
万
円

村

教

140.119円

105.524円

70，006円

55，598円

29，895円

25，735円

18，268円

13，692円

220円

8，492円

1/:85円

688円

10円

1人当たりに使われたお金
482，732円

震税
プ，_
互三

万
円 10.7 ~ぢ29 % 

育

費

一O
億
八
、
五
七
九
万
円

木費

8億 1，770万円

21. 9 % 

平成2年度建設事業
補助事業 11億1，987万円

4億5，958万円

3億 900万円

9，656万円

9，545万円

7，695万円

3.582万円

3，500万円

1.151万円

8億2，672万円

3億6.294万円

2億6，375万円

5.356万円

3.210万円

2，360万円

2，283万円

2，063万円

2，051万円

l，399万円

1，281万円

地一

方億
ー七ゴ

父 2
2三

付方
税円

33. 3 ~ぢ

自2::9

m 億

支完
出秀
金円

11. 8 % 

38億2，538万円

入

残額 8，469万円|

歳

3?億4，069万円

商

工

|歳入歳出差引

費
七
万
円

五一ニ一一一万円

1
労

費

乱
一、
一
五
一
万
円
3
労

災

害

復

旧

費

0
.

六、五八
O

万
円
8
Mm

会

費

L

一億
ニ
四
四
万
円
五

出

金

行

円
ノ
臼

ムミえ.

ブヨ

働

出歳

議

農林水産業費
5億 4，248万円

14.5タ6

単独事業

6 

平
成
2
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
お
億
2
，

5
3
8
万
円
、
歳
出
総
額
幻
億
4
，

0
6
9
万
円
、
差
引
残
額
(
形
式
収

支
)
8
S
6
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

繰
越
明
許
費
等
の
翌
年
度
へ
繰
越
す

べ
き
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
実
質

収
支
額
も
同
じ
く
8
，4
6
9
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
る

と
歳
入
で
幻
%
の
増
、
歳
出
で
お
・

8
%
の
増
に
な
り
ま
す
。

前
年
度
よ
り
も
包
%
の
増

平
成
2
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、
お
億
2
，
5
3
8
万
円
。

前
年
度
に
比
べ
6
億
9
，
1
3
4
万

円
多
い
幻
%
の
増
と
高
い
伸
び
率
と

な
っ
て
い
ま
す
口
主
な
内
容
は
地
方

交
付
税
が
日
%
の
増
と
な
り
歳
入
全

体
の
お
・
3
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

繰
入
金
は
学
校
等
建
設
基
金
繰
入
金

に
よ
り
約
5
・
7
倍
、
国
・
県
支
出

金
も
ゆ
・
9
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
村
税
も
前
年
度
は
冷
害

等
の
影
響
で
必
%
の
減
で
し
た
が
今

年
度
は
ぬ
・
7
%
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
村
債
の
増
等
が
加
わ
り

全
体
で
辺
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
口

万・

5
%が
依
存
財
源

歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
と
依
存

財
源
に
分
け
る
と
、
自
主
財
源
が
全

体
の
お
・
5
%
で
前
年
度
よ
り
M
%

上
回
っ
て
い
ま
す
。
要
因
は
、
学
校

等
建
設
基
金
繰
入
金
等
と
村
税
の
増

加
で
す
。
ま
た
、
依
存
財
源
は
前
年

度
を
M
%
下
回
っ
た
も
の
の
全
体
の

ね
・
5
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
決
算
の
総
額
は
、
幻
億
4
，

0
6
9
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
7
億

I
，
8
8
9
万
円
多
い
お
・
8
%
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
教
育
費
は
中
学
校
建
設
事
業

等
に
よ
り
1
2
3
・
5
%
の
増
で
歳

出
全
体
の
お
%
を
占
め
、
農
林
水
産

業
費
も
訂
%
増
で
全
体
の
弘
・
5
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
土
木
費
は
逆
に

ロ
・
3
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
空
港
関
連
事
業
の
一
部

が
完
了
し
た
た
め
で
す
口

7 



。歳入
4億8，916万円

基金積立金その他
2，112万円 1，213万円
4.9% 2.8% 

2，529万円
5. 9必

繰入金、共同事業交付金
1. 555万円 963万円 その他
3. 2労「ー2.0% 228万円

0.5% 

歳出 。
4億2，960万円

医療費に見る被保険者数と保険税の推移

年度

人
当
り
医
療
費
は

叩
万

2
，
1
5
2
円

平
成
2
年
度
の
医
療
諸
費
は
2
億

8
，2
0
5
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

る
と
お
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
主
に
受
給
者
の
増
と
入
院
費

用
の
増
に
よ
る
も
の
で
、
平
成
2
年

度
の
平
均
受
給
者
数
は
6
9
6
人
で

前
年
度
よ
り
も

m人
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
一
人
当
り
の
医
療
費
は
羽

万

2
，1
5
2
円
で
前
年
度
よ
り
目

%
も
伸
び
て
い
ま
す
。

一
人
当
り
の
医
療
費
が
増
え
受
給

者
も
増
え
る
傾
向
は
、
今
後
も
続
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
c

計
画
的
に
医
師
の
診
療
を
受
け
、

限
り
あ
る
医
療
費
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。

p 3，572人

tf 3.407人

329，454，049円
(100%) 

330，278，640円
(100.3%) 

324，280，210円
(98.4%) 

304，130，128円
(92.3%) 

( )は62年度を100とした比率

62 

63 

フじ

996世帯

-被保険者数(老人を除く)
2，857人

• 1世帯当たりの保険税
186.352円

• 1人当たりの保険税
56，125円

-国保加入世帯

国
保
税
・
一
世
帯
当
り

m万
6
千
円
を
負
担

55 50 

平
成
2
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
決
算
状
況
を
み
る
と
、
歳

入
総
額
4
億

8
，9
1
6
万
円
、
歳

出
総
額
4
億
2
，9
6
0
万
円
で
差

し
引
き
5
、
9
5
6
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
中
の
大
き
な
財
源
は
国
庫

支
出
金
と
毘
民
健
康
保
険
税
で
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
全
体
で
4
，
O

3
5
万
円
、
約
8
%
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
被
保
険
者
数
の
減

が
主
な
要
因
で
、
保
険
税
が
口
%
国

庫
支
出
金
も
8
%
の
減
と
な
っ
て
い

40 45 35 

2 

※年間平均の数字です。

2.療養費
(コルセット、柔道整復師など)

310件 108万円

1日1人当たり給水量は

216~ 

平
成
2
年
度
玉
川
村
広
域
簡
易
水

道
事
業
会
計
の
大
き
な
特
徴
は
、
資

本
的
支
出
の
建
設
改
良
費
が
1
億

l
，8
1
6
万
円
と
前
年
度
の
約
叩

倍
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

水
資
源
の
確
保
を
す
る
た
め
の
ボ
ー

リ
ン
グ
工
事
や
配
水
管
布
設
工
事
な

ど
を
行
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の
工
事

に
よ
り
2
カ
所
か
ら
取
水
量
8
7

0
3
m
/
日
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
、

こ
の
水
源
を
主
と
す
る
第
一
次
拡
張

事
業
を
平
成
3
年
度
か
ら
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1.療養給付費(保険者 7割負担分)
17，771件 2億6，813万円

ま
す
。

一
世
帯
当
り
が
納
め
る
保
険

税
は
四
万
6
，3
5
2
円
、
一
人
当

り
で
み
る
と
5
万
6
，1
2
5
円
で

前
年
度
と
比
べ
る
と
わ
ず
か
で
す

が
、
負
担
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
保
険
給
付
費
(
病
気
や

け
が
で
医
師
に
か
か
る
場
合
に
支
払

わ
れ
る
お
金
)
が
3
億
9
1
7
万
円
、

次
に
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
が

6
，1
8
9
万
円
で
、
こ
の
こ
つ
で

全
体
の
部
・
%
を
占
め
ま
す
。
年
間
医

療
費
は
一
人
当
り
叩
万
6
，
4
5
0

円
で
前
年
度
と
比
べ
る
と
約
3
，0

0
0
円
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
数
は
年
々
大
き
な
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
傾
向
に
比

べ
る
と
保
険
給
付
費
も
減
少
は
し
て

い
る
も
の
の
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。

村
民

一
人
一
人
が
健
康
管
理
に
対

す
る
自
覚
を
高
め
、
疾
病
の
予
防
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

8 

3，553万円

221万円

100万円

122万円

※医療費(1+2+3)
3億413万円

3.高額療養費
455件

費

17件

費
25件

6.審査支払手数料

産

祭

4. 助

5.葬

画

一般会計補助金

l億1，816万円

9，128万円

給水の状況

-給水戸数 1.306戸

・年間給水量 434.905m3

・1日平均給水量 1.192m3 

9 



広報たまかわ平成3年10月

み
ん
な
の
努
力

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

が
花
開
く

で
村
内
3
小
学
校
が
入
賞

平
成
3
年
度
石
川
地
区
小
中

学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
須

釜
小
学
校
が
最
優
秀
校
に
、
ま

た
、
玉
川
第
一
小
学
校
と
川
辺

小
学
校
が
優
秀
校
に
選
ば
れ
ま

し
た

D
毎
年
初
校
以
上
が
参
加
す
る

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
壇
の

配
置
や
構
成
、
管
理
な
ど
の
点

か
ら
審
査
を
し
表
彰
す
る
も
の

で
、
同
じ
村
か
ら

3
校
が
入
賞

す
る
の
は
希
な
こ
と
。
先
生
と

子
供
た
ち
の
手
入
れ
と
、
地
元

の
方
々
の
協
力
の
た
ま
も
の
で

す
D

盛大に商工会創立30周年記念式典

通産大臣賞祝賀会

玉川村商工会創立30周年記念式典と通産大

臣賞受賞祝賀会が、村体育館で関かれまし

たo 式では創立30周年実行委員長の境田孝意

さんの経過報告につづき、各種表彰、来賓の

祝辞などがあり、その後、記念行事としてN

HK解説委員同村和夫氏の「揺れ動く内外情

勢とこれからの政局」と題した講演会が行わ

れました。 健闘に大きな拍手

見事なハーモニーを披露

玉川第一小学校が県大会出場

須賀川市文化センターで関かれた第羽田福島県下小・中学校

音楽祭の県大会に、玉jft第一小学校が石川地区代表として出場

しました。子供たちは少し緊張した様子でしたが、練習の成果

を発揮し見事なハーモニーを披露していました。

消防力のパワーアップ。

え
っ
こ
れ
に
も
お
米
が
入
っ
て
る
の
?

第

4
回
石
川
地
方
米
消
費
拡
大
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
お
米
の
よ
さ
を
見
直
そ
う
し
を
テ

i
マ
に
第
4
回
石
川

地
方
米
消
費
拡
大
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
村
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
管
内
の
婦
人
の

方
々
が
大
勢
参
加
し

J
」
れ
に
も
お
米
が
入
っ
て
い
る

の
?
」
と
思
わ
せ
る
料
理
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
分

科
会
に
よ
る
話
し
合
い
で
は
、
米
に
対
す
る
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

23号分団にポンフ積載車
消防力の強化を計るため山小屋

分間と岩法寺分団に、小型車Jカポ

ンプ積載車(トヨタハイエース 4

WD)が引き渡されました。

9月2日には山小屋分団への 9月

17日には岩法寺分間への引渡式が

役場前駐車場で行われ、該当区の

区長や団員らが出席。車回村長が

「いざという時のために管理を万

全にして、消防活動にあったて下

きい」とあいさつの後、鍵を小原

消防団長へ手渡し、小原消防団長か

ら各分団長へ手渡されました。

消防ポンプ操法県中大会

須賀川市の西jftスポーツ広場で行われた福島

県消防ポンプ操法競技会県中大会に、石川地方

代表として小高分間が出場しました。ポンプ車

の部に出場した小高分団は、惜しくも入賞は逸

したものの見事な演技を披露。かけつけた応援

団からは、健闘をたたえる大きな拍手がおくら

れました。

(関連写真14ページ)

消
防
団
幹
部
チ
ー
ム
種
目

に
栄
冠

甑
磁

第
四
回
役
職
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
四
国
玉
川
村
役
職
員
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
村
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
議
会

や
区
長
会
な
ど
叩
チ

l
ム
が
出

場
し
親
ぼ
く
を
深
め
ま
し
た
。

結
果
は
対
戦
相
手
に

1
点
入
る

と
7
点
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う

特
別
ル
!
ル
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克

服
し
た
消
防
団
幹
部
チ

i
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の

と
お
り
。

優

勝

準
優
勝

第
三
位

消
防
団
幹
部

商
工
会
役
員

泉
農
協
役
員
・
役
場

三
役
課
長
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一人目のお子さんから受け取れます
支給額は、一人目と二人自のお子さんが月額 5

千円、三人目以降のお子さんが月額 1万円となり
ます。支給期間も段階的に変更していき、最終的
には、すべてのお子さんの支給期間が 3歳未満と
なります。この改正は、平成 4年 1月1白から実
施されます。

子どもを健やかに産み育てるための環境づくりの

重要な柱として、児童手当制度が改正されます。今

回の改正では、いままで二人目のお子さんから支給

されていた児童手当が、一人巴のお子さんか5支給

されるようになります。

招
待
者
は

、
平
成
3
年
度
の
玉
川
村
敬
老
会
が

9
月
四
日
(
敬
老
の
日
)
村
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
招
待

者
(
万
才
以
上
)
は
仰
人
で
、
そ
の

う
ち
約
制
人
の
お
年
寄
り
が
出
席
し

ま
し
た
。

式
で
は
車
田
村
長
が
「
今
後
と
も

体
に
注
意
し
て
村
の
発
展
を
見
守
つ

、、

て
下
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、

各
種
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

、

楽
し
み
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

¥

は
、
婦
人
会
の
方
々
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
踊
り
を
披
露
。
ま
た
、
飛
び
入

り
で
歌
や
踊
り
を
披
露
す
る
元
気
な

お
年
寄
り
も
い
て
、
会
場
を
お
お
い

に
湧
か
せ
て
い
ま
し
た
。

核
家
族
化
が
進
み
、
女
性
の
社
会

進
出
が
増
え
、
出
生
率
が
低
下
し
て

い
る
現
在
、
子
ど
も
と
家
族
を
め
ぐ

る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え

て
、
子
ど
も
を
健
や
か
に
産
み
育
て

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
、
総
合
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
子
育
て
の

経
済
的
な
支
援
を
行
う
見
童
手
当
制

度
は
、
こ
う
し
た
環
境
づ
く
り
の
重

要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

月
額
で
五
千
円
で

三
才
未
満
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
、
児
童

手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
(
現
在
は
二
人
目
の
お
子
さ
ん
か

ら
)
。
な
お
、

一
人
目
の
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
一
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
か
ら
、

新
た
に
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
口

②
手
当
の
月
額
は
、
一
人
目
と
二
人

目
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
五
千
円
、

三
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
一
万
円
に
な
り
ま
す
(
現
在
は
、

二
人
自
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
二
千

五
百
円
、
=
一
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
五
千
円
)
。

③
手
当
を
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
る

支
給
の
変
更
の
た
め

平
成
六
年
一
月
ま
で
段
階
的
に
実
施

新
し
い
制
度
が
実
施
さ
れ
る
の

は
、
平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
で
す

が
、
支
給
期
間
の
変
更
に
伴
い
、
す

で
に
手
当
を
受
け
て
い
る
家
庭
に
配

慮
し
て
、
し
ば
ら
く
は
次
の
よ
う
な

措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

-
平
成
四
年
一

J
十
二
月

一
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
一

月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

が
、
二
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
五

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

-
平
成
五
年
一

i
十
二
月

一
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
一

月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

が
、
二
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
四

叩
才
以
上
の
お
年
寄
り
に

記
念
品
を
贈
呈

村
内
の
卯
才
以
上
の
方
々
は
昨
年

よ
り
も
3
人
増
え
て
幻
人
に
な
り
ま

し
た
。
村
で
は
9
月
ロ
日
に
長
寿
者

訪
問
を
行
い
、
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の

お
宅
に
伺
っ
て
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
D

村
内
最
高
令
者
の
関
根
キ
ヨ
さ
ん

世
代
と
世
代
が
お
互
い
に
助
け
合

う
社
会
で
は
、
社
会
全
体
で
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
で

子
ど
も
を
育
て
る
機
能
が
弱
く
な
っ

て
き
て
い
る
た
め
、
育
児
に
対
し
て

期
間
は
、
一
二
歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま

す
(
現
在
は
小
学
校
入
学
前
)
。

&

児
童
手
当
の
支
給
期
間
を
三
歳
未

満
と
す
る
の
は
、
次
の
こ
と
を
考
慮

し
た
か
ら
で
す
。

例
子
ど
も
が
乳
幼
児
の
聞
は
、
人
間

形
成
と
し
て
特
に
重
要
な
時
期
で
あ

り
、
育
児
に
手
が
か
か
り
、
子
育
て

に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
少
な
く
な
い
こ
と
。

ω乳
幼
児
や
年
少
の
幼
児
を
養
育
す

る
家
庭
は
、
両
親
と
も
年
齢
が
若
い

場
合
が
多
く
、
収
入
が
低
い
時
期
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
。

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
支
給
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

-
平
成
六
年
一
月
以
降

三
歳
未
満
の
す
べ
て
の
お
子
さ
ん

が
、
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
伴
い
、
新

た
に
支
給
の
対
象
と
な
る
一
人
目
の

お
子
さ
ん
を
お
も
ち
の
家
庭
は
、
前

も
っ
て
今
年
の
十
一
月
か
ら
申
請
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

12 

よ
り
積
極
的
な
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
口

今
回
の
児
童
手
当
制
度
の
改
正

は
、
こ
う
し
た
世
代
と
世
代
の
助
け

合
い
、
育
児
支
援
と
い
う
考
え
方
か

ら
行
う
も
の
で
す
。

-改Eの主芯内容・

3歳来満

2，500円(月額)

5，000円(月額)110，000円(月額)

5，000同(月額)

5，000円(月額)

小学校入学前

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

13 
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⑥ 

子供や孫へのと贈り物ミ

お互いの力でまちづくり

「役割を十分に

発揮し℃いますか」

掴著者紹介・
萩原茂裕(はぎわら しげひろ)

1929年北海道旭川|市生まれ。 11応義塾大学経済学

部卒業。経営コンサルタント時代から地域開発

ふるさとづくりを手がける。現在、 「日本ふるさ

と塾」を主宰し、まちづくりのプランナーとして、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計画などの策定に携わる。蓮沼門三社会教育賞

受賞。著書に「手づくりのふるさと」、「日本人と

まちづくり」、「レ、ソツ ・ラブ運動の屡開」、「第四

の教育~ふるさと教青"'Jなどがある。

広報たまかわ

次のとおり県有財産を一般競争入札により売り払いしますので、

こ希望の方はご参加下さい。

町
中

石
字

鏡
石

郡
笠

瀬
字
自

岩

大

央

白河市字巡り

矢3-21
白河市字南堀

切235-11

宅地 122.62附

平成3年11月268側
午後2跨(受付 1時

から)

同左

午後3時(現地)

平成3年11月27日体)

午後2時(受付1時

から)

白河市字昭和町269
福島県白河合同庁舎 3階会議室

同左

午後1時(現地)

平成 3年10月21日------25日

福島県総務部管財課

〒960福島市杉妻町 2-16 
n0245(21)1111内線2274

宅地 130.06m2

平成3年11月27日(本)

午前11崎(受付10時
から)

平成3年11月12日開
午前11時(現地)

申込受付期間

申込受付場所及
び問い合せ先

宅地 284.33ぱ

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
傷

病
者
等
の
妻
に
改
め
て
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
及
び
そ
の
額
等
詳
し

く
は
役
場
住
民
課
8
5
7
1
3
1
0

1
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

尚
、
平
成
3
年
日
月
1
日
か
ら
請

求
受
付
を
開
始
し
ま
す

D

首
長
は
、

住
民
総
意
の

H
H

土
ロ
ヨ
自

主
ゆ
E
日
H
H

ま
ち
を
良
く
す
る
に
は
、
首
長
(市

長
、
町
長
、
村
長
)
、
住
民
、
そ
し

て
行
政
そ
し
て
行
政
の
担
当
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
、
も
っ

て
い
る
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
な
け

れ
ば
、
と
て
も
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
首
長
で
す
が
、
そ
の
立
場
は

あ
く
ま
で
住
民
の
代
表
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
ま
ち
を
良
く
す
る
た

め
に
、
住
民
が
選
ん
だ
の
で
す
。
そ
し

て
、
自
ら
も
、
能
力
が
あ
る
と
思
え
ば

こ
そ
、
「
私
に
首
長
の
座
を
」
と
訴
え
、

住
民
の
支
持
を
得
た
の
で
す
。
で
す
か

ら
首
長
は
、
市
役
所
や
役
場
の
代
表
で

は
な
く
、

H

住
民
総
意
の
結
晶
H

な
の
で

す。
住
民
は
こ
の
首
長
を
サ
ポ
ー
ト
す

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
一
雇
用
保

険
)
は
、
労
働
者
が
労
働
災
害
や
失

業
等
の
保
険
事
故
の
と
き
必
要
な
保

険
給
付
を
行
い
ま
す
。
こ
の
目
的
は

生
活
の
安
定
・
社
会
復
帰
の
促
進
・

再
就
職
の
促
進
等
を
図
る
こ
と
で
、

労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ

ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
。

る
立
場
で
す
。

住
民
全
員
が
助
け
て
く
れ
る
か

ら
、
首
長
は
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、

住
民
に
な
り
代
わ
っ
て
、
行
政
の
プ

ロ
た
ち
に
思
い
切
っ
た
指
示
が
で
き

る
の
で
す
。

平
和
通
り
を

買
い
物
公
園
に
変
え
る

私
の
生
ま
れ
故
郷
、
旭
川
市
は
、

人
口
部
万
人
。
北
海
道
で
は
、
札
幌

に
次
ぐ
都
市
で
す
。

戦
前
、
駅
前
の
商
庖
街
は
、
師
団

通
り
と
呼
ば
れ
、
栄
え
て
い
ま
し
た
。

が
、
戦
後
は
「
人
間
都
市
」
を
願
っ

た
市
民
の
心
が
、
そ
れ
を

H

平
和
通

り
H

と
改
称
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の

P

平
和
通
り
u

を
人
間
都
市
の

商
庖
街
に
つ
く
り
替
ょ
う
と
い
う
機

運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
商
庖
街
か
ら
永
久
に
車
を
締
め
出

し
、
国
道
を

H

買
い
物
公
闘
U

に
し

よ
う
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
た
の
で

す
。
昭
和
お
年
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
言
い
出
し
た
の
は
、
当
時

幻
歳
の
若
き
市
長
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
国
か
ら
北
海
道
庁
か
ら
、

H

気
は
た
し
か
か
H

と
言
わ
れ
ま
し
た

D

地
元
の
消
防
署
、
警
察
か
ら
も
反
対
さ

れ
ま
し
た
二
番
反
対
し
た
の
は
商
庖

個
人
の
住
居
で
指
定
数
量
の

2
分

の
1
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
ま

た
は
取
り
扱
お
う
と
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
消
防
長
に
届

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
例
)
ガ
ソ
リ
ン

m
t
以
上

灯
油
・
軽
油
別

t
以
上

重
油

1
0
0
0
t
以
上

詳
細
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
。

街
の
人
た
ち
で
し
た
。

若
者
が

市
長
を
盛
り
上
げ
る

し

め
ん

そ

か

し
か
し
、
こ
の
庁
四
面
楚
歌
H

の

市
長
を
助
け
た
人
々
が
い
ま
し
た
。

青
年
会
議
所
を
中
心
と
し
た
若

会者
た
ち
で
し
た
。
商
庖
街
の
息
子

さ
ん
た
ち
が
多
い
団
体
で
す
。

彼
ら
は
「
商
庖
街
を
つ
く
り
替
え

る
こ
と
は
、
子
や
孫
の
た
め
で
す
」

と
、
説
得
を
続
け
ま
し
た
。な
ん
と

8
年
間
も
か
け
て
、
反
対
す
る
人
た

ち
を
説
い
て
回
っ
た
の
で
す
。
市
民

の
聞
に
も
、
や
る
気
が
起
き
て
き
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

8
年
も
の
継
続
の
カ
は
、
大
き

く
輸
を
広
げ
ま
し
た
。
そ
う
な
っ

た
ら
勇
気
百
倍
で
、
市
長
は
行
政

の
プ
ロ
で
あ
る
市
役
所
の
職
員
に
、

「
市
民
が
や
る
気
に
な
っ
て
い
る
の

だ
。
私
は
市
民
の
代
表
だ
。
そ
し

て
君
た
ち
は
行
政
の
プ
ロ
だ
。
で

き
な
い
で
は
な
く
て
、
で
き
る
方

法
を
探
し
出
し
て
く
れ
/
」

と
、
号
令
を
か
け
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
言
い
出
し
て
か
ら

凶
年
後
の
昭
和
U
年
に
、
つ
い
に

買
い
物
公
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
銀
座
の
歩
行
者
天
国

の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

14 

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

先
の
大
戦
に
際
し
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
た
方
々
に
対
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別

交
付
金
の
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方
。

方
法
請
求
書
に
記
入
の
う
え
、

必
要
な
書
類
を
添
え
て
「
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
」

-Tm東
京
都
文
京

区
大
塚
5
1
3
1
日
(
業
務
第
二
課

引
揚
係
)
あ
て
直
接
送
付
す
る
こ
と
。

※
請
求
書
類
は
役
場
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。
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平成3年10月広報たまかわ

3，798人(:1:0) 

3，864人(十 8)

名
ま
磨
み
美
か
香
た
太
か
香
な
奈
党
月
か
花
み
美
や
哉

同
点
以
拓
れ
夏
み
美
山
崎
は
み
美
紗
伶
り
里
は
葉
り
盟
約
夏

4
m

包

田

崎

弓

輪

田

井

井

輪

瀬

木

初

出

吉

野

真

ニ

車

溝

溝

三

岩

大

大

保護者名

次

(8月届出分)

お誕生おめでとう
ございます

健

夫

夫

可

7，662人(十 8)

す
っ
一
九

，F
幽
副
，
，
，
、
、

う

崎

市

戸

「

じ

戸

む

よ

引

日

のれ
h
h
j

て園田一
M
2
2

医

辺

fe占乙
陀乞

健

r::!.ア
刀"'

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

地

i
 

i
 
・

e

・
-'E

・
a
，，

生

ム品

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
耐
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
・
申
し
上
げ
ま
す
。

コレ
J

・
川
辺
の
鈴
木
信
四
郎
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
川
辺
の
坂
本
文
男
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
川
辺
歌
謡
グ
ル
ー
プ
発
表
会
の
席

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

三

十

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

叩
月
日
日
か
ら
日
月
幻
自
ま
で
の

一
週
間
は
違
反
建
築
防
止
遊
間
で
す
o

m月
M
日
に
は
、
一
斉
公
開
建
築
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

'l 

づ'

-+争"・

iJvF 

r告

浩

昌

夫

勇

光

。

中

。

ぞ〉

図
書
券
園
樹
園
田

川
万
円
分
を
寄
鮒

東
京
精
ヱ
織
か
ら
村
に
図
書
券
日

万
円
分
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
寄
簡
は
、
昨
年
同
社
の
お
鹿
年
記

念
事
業
で
設
置
さ
れ
た
「
東
京
精
工

文
庫
」
に
新
た
な
本
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
と
、
社
の
創
立
記
念
日

(
9

月
四
日
)
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

園
書
券
は
、
村
内

各
小
中
学
校
に
配

ら
れ
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

尚一
K
M
U
F
5

羽
街
線
開
汁

笥
躍 オ斤

仁ヨ

夫美寿

死亡者名年齢世帯主名

鈴木信夫 74 信四郎

坂本イネ 男

(8月届出分)

おくやみ
申し上げます

文78 

区

辺

岩法寺

士
口

。

山
也

4
l
d
 

i
 

l
 

'Ea，J
z
 

O
カ
タ
カ
ナ
語

イ
ン
パ
ク
ト
一
衝
撃
、
影
響




